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院長のつぶやき

1月１７日 かなや小児科医院

１月２４日 谷村胃腸科・小児科医院

１月３１日 ももぞの小児科クリニック

2月７日 たけうち小児科

2月１１日 かみぞのキッズクリニック

２月１４日 新こどもクリニック

２月２１日 藤沢小児科・アレルギー科

2月２３日 わだこどもクリニック

休日当番日のお知らせ☺

当院１７日が休日当番日のため
翌１８日は休診となります

明けましておめでとうございます。

本年も子ども達・ご家族の立場に立ち、寄り添う医療が提供
できるよう、スタッフ全員で尽力していきます。
どうぞよろしくお願いします。

コロナの影響で、我が家は静かな年末年始となりました。

今年も年始早々に一部地域で緊急事態宣言が出されるな
ど、まだまだ収束の目途は立ちそうにありません。

コロナにかからない・うつさないという意識は忘れずに、お互
いを思い行動すれば、きっといい方向に行くのではないかな。
と思います。

よくワンオペと言う言葉を耳にするのですが、あるSNSでワン
オペのことを『弧育て』と表現されている記事を読みました。

ワンオペ育児のワンオペとは子育てだけでなく、家事・時に
は仕事まで１人でこなさなければいけない状態のことを言う
のですが、子育てにおいてはこの『弧＝孤独』ということに注
目して欲しいです。
少し前の統計ですが、2年間の間に、産後１年未満で自ら命
を落とした母親は９２人もいることが分かりました。

自死の原因は育児・家事を一人でこなす身体的負担もそう
ですが、パートナーからの無関心や、社会からの孤立が一
番その人を追い詰めていくのだろうなと思います。

今コロナの影響で、産婦人科での母親学級もオンライン対
応になっていたり、産後も子どもルームや子育てサークルな
どを控えたりしている方もいるかと思います。

そのため、ママ友を作る場や、気軽に育児相談の機会も少
なくなり、社会からの孤立感も強めてしまうかもしれません。

母になると一番何と格闘するか。もちろん慣れない子育てに
奮闘すること。そして何より、母親としての『当たり前』と戦う
のではないでしょうか。母親なのだから出来て当たり前。そ
んな見えないプレッシャーを私もいつも抱えていたと思いま
す。少なからず今でも。

外出する機会が減っている今、もし、何か抱えているものが
あるとしたら、かなや小児科に来たときに少し話をして楽
になって帰っていただけるなら嬉しいです☺

当院の感染予防対策について

1．３密予防対策

・待合室には５家庭以上とならない様、メールにて
来院呼び出しをいたします。
・診察の付き添いは原則1人でお願いします。

・待合室では１組につき、１つの椅子をご利用頂き、
向かい合わせにならない様ご協力ください。
・待合室の窓は少しずつ開け常時換気を行います。
室温管理には努めていますが、窓際はどうしても
寒さを感じるので、暖かい格好でご来院ください。

２．環境整備
・時間おきに院内の消毒・清掃を行います。

３．スタッフの感染対策
・スタッフは、マスク・アイシールドOrフェイスシール
ドを装着し患者対応を致します。

検体採取など必要時にはガウン・手袋の装着を行い
ます。

４．患者さんのトリアージについて
WEB予約の際の簡易問診に応じて、ご家族に連絡
をとり、必要時に個別時間対応とします。

その他、ご来院後の問診時に必要と判断した際は車
での待期・または個室案内をさせていただきます。

患者さんとご家族が安心して診察を受けられるよう
スタッフ一同努めていきます。
ご来院の際にはWEB予約・簡易問診へのご協力よ
ろしくお願いします。
WEB予約をして頂いたあと、当院からメールにてお

呼び出しを行うには、必ずメールアドレスのご登録が
必要です。登録をしていない方やアドレスが変更をし
ている場合はご登録の確認をよろしくお願いします。

新年あけましておめでとうございます！

コロナが猛威を振るう中、幸い今年はインフル
エンザやRSウイルス気管支炎などの冬に流行
する感染症が極端に少ない（大分では皆無）状
況です。流行しない大きな要因として、コロナの
影響で家庭や保育園などでの衛生観念の変化
や感染予防策の効果が考えられます。
であれば、新型コロナウイルスにも効果はあ
るはずですよね。これからも感染予防策の徹底
を続けていきましょう！


